
創
刊
号

本
誌
創
刊
に
寄
せ
て

槇
林　

滉
二

１

志
賀
直
哉
の
宿

―

藤
屋
旅
館
か
鶴
水
館
か―

 

寺
杣　

雅
人

３

尾
道
の
風
土
と
『
尾
道
草
紙
』

光
原　

百
合

19

古
書
便
り

─
尾
道
大
学
附
属
図
書
館
収
蔵
『
經
盛
家
謌
合
』
に
つ
い
て
─

藤
川　

功
和

43

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
お
役
人
は
な
ぜ
魚
に
な
っ
た
か

鷹
橋　

明
久

55

白
樺
の
木
の
下
で

談
話
会
会
員

63

尾
道
文
学
談
話
会
テ
ー
マ
一
覧

68
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『
尾
道
文
学
談
話
会
会
報
』
目
次
一
覧

創
刊
号
～
第
５
号



第
２
号

「
暗
夜
行
路
草
稿
４
」
の
影
印
と
翻
字

寺
杣　

雅
人

大
出　

奈
奈　
　

貝
原　

和
紗

佐
々
木
名
穂　
　

立
町　

智
恵

宮
本　

奈
菜　
　

渡
邉　

春
来

１

歌
合
の
享
受
一
面

─
尾
道
大
学
付
属
図
書
館
収
蔵
『
六
百
番
歌
合
』
の
紹
介
を
か
ね
て
─

藤
川

功
和

43

梅
林
の
一
句
か
ら

―

詩
形
に
つ
い
て
考
え
る―

寺
杣　

雅
人

53

白
樺
の
木
の
下
で

青
山　

哲
司　
　

赤
田　

洋
茂

石
岡　

孝
善　
　

亀
田　

芳
子

才
目　

節
子　
　

佐
藤
千
登
勢

佐
藤
ま
す
み　
　

白
井　

緑

竹
下

晴
子　
　

濱
岡　

康
正

－129－



日
高　

泰
三　
　

古
澤

和
子

宮
谷　

潤
吉　
　

吉
岡　

一
眞

67

尾
道
文
学
談
話
会　

題
目
と
講
師

79

第
３
号

高
垣
眸
作
品
を
読
む
（
一
）

―

『
怪
奇
黒
猫
組
』―

藤
沢　
　

毅

１

高
垣
眸
作
品
を
読
む
（
二
）

―

『
新
版
大
岡
裁
き　

謎
の
花
簪
』―

藤
沢　
　

毅

15

尾
道
市
立
大
学
図
書
館
所
蔵
「
八
重
葎
抄
」
に
つ
い
て

─
紹
介
と
試
解
─

藤
川　

功
和

志
水
真
祐
子　
　

土
居　

京

肥
田　

伊
織　
　

松
本　

茜

三
好　

優
希　
　

吉
井　

佐
織

－130－



（
尾
道
市
立
大
学
中
世
文
藝
研
究
会
）

29

尾
道
市
因
島
中
庄
町
の
秋
祭
を
歩
く

―

平
成
二
十
三
年
度
の
神
事
よ
り―

藤
井　

佐
美

53

「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」
の
舞
台
は
ど
こ
か

―

本
文
か
ら
の
検
証―

寺
杣　

雅
人

61

千
光
寺
山
の
一
首
か
ら

―

再
び
詩
形
に
つ
い
て
考
え
る―

寺
杣　

雅
人

67

白
樺
の
木
の
下
で

青
山　

哲
司　
　

石
岡　

孝
善

亀
田　

芳
子　
　

佐
藤
千
登
勢

花
田
智
佳
子　
　

濱
岡　

康
正

古
澤　

和
子　
　

宮
谷　

潤
吉

吉
岡　

一
眞

85

尾
道
文
学
談
話
会
テ
ー
マ
一
覧

93
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第
４
号

志
賀
直
哉
「
清
兵
衛
と
瓢
箪
」
の
深
層

―

「
暗
夜
行
路
」
と
の
関
わ
り―

寺
杣　

雅
人

五
十
嵐
景
子　

荻
巣　

健
人

瀬
島　

紘
久　
　

中
村　

綾
子

１

『
百
人
一
首
図
絵
』
を
読
む

藤
川　

功
和

大
道　

理
恵　
　

尾
崎　

良
介

玉
田　

春
香　
　

二
渡　

め
い

保
手
濱
里
沙　
　

松
本　

茜

宮
下　

淳
子　
　

宮
田　

萌
生

森
本
深
菜
美

21

忍
者
の
は
な
し

藤
沢　
　

毅

45

〈
調
査
報
告
〉
出
雲
國
の
伝
承
を
た
ど
る

―
 

平
成
二
十
五
年
度
研
究
活
動
よ
り―

藤
井

佐
美

－132－



安
藤　

美
里　
　

栢
木　

希
望

大
澤　

渚　
　
　

大
塚　

真
弓

小
塩
里
緒
奈　
　

新
谷　

咲

原　

知
里　
　
　

肥
田　

伊
織

（
尾
道
市
立
大
学
伝
承
文
化
研
究
会
）

63

吉
備
の
中
山
の
一
首
か
ら

―

三
た
び
詩
形
に
つ
い
て
考
え
る―

寺
杣　

雅
人

91

白
樺
の
木
の
下
で

石
岡　

孝
善　
　

白
井　

孝
治

花
田
智
佳
子　
　

古
澤　

和
子

97

尾
道
文
学
談
話
会
テ
ー
マ
一
覧

103

15
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
手
紙
を
読
む

―

パ
ス
ト
ン
家
の
手
紙
に
着
目
し
て―

平
山　

直
樹

(17)

水
村
美
苗
『
私
小
説　

f
r
o
m
 
l
e
f
t
 
t
o
 
r
i
g
h
t

』
の
英
語
を
読
む

―

「
美
苗
」
と
「
奈
苗
」
の
会
話
部
分
に
つ
い
て―

－133 －



高
垣

俊
之

（１）

第
５
号

石
川
啄
木
の
釧
路
時
代

川
田　

一
義

１

怪
談
の
魅
力
に
つ
い
て　

光
原　

百
合

37

尾
道
市
久
山
田
町
の
伝
承
文
化
２

―

平
成
二
十
六
年
度
・
鉦
太
鼓
踊
り
の
調
査
研
究―

藤
井　

佐
美

安
藤　

美
里　
　

荒
谷　

茜

大
塚　

真
弓　
　

小
塩
里
緒
奈

小
野　

葵　
　
　

栢
木　

希
望

新
谷　

咲　
　
　

高
橋

七
瀬

武
下
明
日
香　
　

原　

知
里

肥
田　

伊
織　
　

平
田　

美
月

（
尾
道
市
立
大
学
伝
承
文
化
研
究
会
）

45

－134 －



民
話
に
関
す
る
大
学
生
の
意
識
調
査

　
　
　

―

尾
道
市
立
大
学
「
民
話
研
究
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
中
心
に―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

藤
井　

佐
美 

69

百
花
繚
乱　

―
「
異
種
百
人
一
首
」
寸
見―

 

藤
川　

功
和 

83

「
暗
夜
行
路
」
序
詞
は
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か

 
 
 
 
―

「
謙
作
の
追
憶
」
に
始
ま
る
４
本
文
の
校
異
か
ら―

 

寺
杣　

雅
人

 

安
部　

美
幸　
　

植
村　

菜
月

 

奥
田　

恒
維　
　

金
田
真
佑
香

 

平
瀬
加
代
子　
　

國
本 

芙
花

 

鈴
木　

真
穂　
　

鶴
田　

裕
也

 

（
尾
道
市
立
大
学
近
代
文
学
研
究
会
） 

95

白
樺
の
木
の
下
で

 

石
岡　

孝
善　
　

亀
田　

芳
子

 

白
井　

孝
治　
　

高
垣　

俊
雄

 

花
田
智
佳
子　
　

古
澤　

和
子

 
宮
谷　

潤
吉 

117

－ 135 －



尾
道
文
学
談
話
会
テ
ー
マ
一
覧 

 

127

句
読
点
か
ら
み
た
「
城
の
崎
に
て
」

　
　
　

―
志
賀
直
哉
に
お
け
る
本
文
の
形
成―

 

寺
杣　

雅
人 

(29)

英
語
で
読
む
小
泉
八
雲
の
松
江

 

平
山　

直
樹 

(9)

き
つ
ね
と
た
ぬ
き
の
潜
在
的
印
象

 

塚
本　

真
紀 

(1)
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